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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 136,957 ― 2,921 ― 3,647 ― 1,943 ―

20年3月期第1四半期 132,440 10.0 3,790 83.2 4,900 138.3 3,111 206.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 5.34 5.34
20年3月期第1四半期 8.56 8.55

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 387,644 196,389 49.9 531.72
20年3月期 370,127 200,842 53.3 543.09

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  193,303百万円 20年3月期  197,438百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 4.25 ― 4.25 8.50
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 4.25 ― 4.25 8.50

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 282,000 ― 6,500 ― 7,200 ― 4,100 ― 11.28
通期 580,000 2.5 16,500 △28.6 17,000 △21.4 9,800 △8.5 26.96

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．将来に関する記述等についてのご注意 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ「定性的情報・
財務諸表等 ３.連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．四半期会計基準の適用について 
  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  374,018,174株 20年3月期  374,018,174株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  10,477,129株 20年3月期  10,469,883株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  363,545,645株 20年3月期第1四半期  363,397,953株
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(参考)個別業績予想 
 
平成21年３月期の個別業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期 
累計期間 

170,000 － 2,100 － 3,800 － 2,800 － 7 70

通     期 349,000 △0.1 5,500 △50.4 8,900 △26.1 6,800 9.8 18 70
（注）個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有 

 

【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第1四半期連結会計期間における売上高は、円高の影響を受けたものの、情報通信ネットワーク事業が好調

であったことや、企業買収に伴う連結範囲の拡大等により、前第1四半期連結会計期間を3%上回る1,369億57百

万円となりました。損益面では、法人税法改正を契機に機械装置の耐用年数を見直した結果、減価償却費が増

加したことや円高の影響等により、営業利益は前第1四半期連結会計期間を23％下回る29億21百万円に、経常利

益は前第1四半期連結会計期間を26％下回る36億47百万円になりました。また、四半期純利益は前第1四半期連

結会計期間を38％下回る19億43百万円となりました。 

以下、事業の種類別セグメントごとに業績の概況をご報告いたします。各セグメントの売上高は、セグメン

ト間の内部売上高又は振替高を含めております。 

 

電線・ケーブル事業 

産業用・電力用ケーブルが堅調に推移したほか、巻線は自動車用電装部品向けや重電向けが好調でした。機

器用電線及び配線部品は、半導体装置向けの需要が踊り場となった影響等により低調となりました。 

この結果、当セグメントの売上高は695億41百万円となりました。また、当セグメントの営業利益は、19億23

百万円となりました。 

 

情報通信ネットワーク事業 

情報ネットワークは、次世代通信網向け製品の出荷が当第１四半期連結会計期間に集中したことにより高水

準の業績となりました。光海底ケーブルは、旺盛な需要に支えられ好調を維持しました。ワイヤレスシステム

は、携帯電話基地局向けを中心に順調に推移しました。 

この結果、当セグメントの売上高は206億4百万円となりました。また、当セグメントの営業利益は、16億円

となりました。 

 

高機能材料事業 

化合物半導体は、売上高は電子デバイス向けを中心に堅調でしたが、利益面では機械装置の耐用年数を変更

したことによる減価償却費の増加が大きく低調となりました。半導体パッケージ材料は、液晶向けCOFを中心に

販売価格の下落の影響を受けました。 

自動車用部品は、新規連結子会社の影響等で売上規模は拡大しましたが、利益面では原材料価格の上昇の影

響により振るいませんでした。 

伸銅品は、売上高は半導体用銅条が堅調でしたが、利益面では機械装置の耐用年数を変更したことによる減

価償却費の増加の影響を強く受けました。 

この結果、当セグメントの売上高は521億58百万円となりました。また、当セグメントの営業損失は、7億20
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百万円となりました。 

 

その他事業 

当セグメントは、物流等の事業で構成されています。当セグメントの売上高は43億35百万円となりました。

また、当セグメントの営業利益は1億39百万円となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

【連結貸借対照表】 

当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、総資産が3,876億44百万円であり、前連結会計年度末よ

り175億17百万円増加しています。このうち、流動資産については、2,142億86百万円であり、前連結会計年度

末より122億8百万円増加しています。これは、主に棚卸資産が108億88百万円増加したことによるものです。ま

た、固定資産については、1,733億58百万円であり、前連結会計年度末より53億9百万円の増加となっておりま

す。これは、主に有形固定資産が45億51百万円増加したことによるものです。 

負債につきましては、1,912億55百万円であり、前連結会計年度末より219億70百万円増加しております。こ

れは主に、短期借入金が146億31百万円増加したことによるものです。 

純資産につきましては、1,963億89百万円であり、前連結会計年度末より44億53百万円減少しております。こ

れは、主に為替換算調整勘定が46億32百万円減少したことによるものです。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

当面の当社グループを取り巻く事業環境は、世界経済が減速傾向を強めていることに加え、エネルギー・原

材料価格の高騰や円高の進行等により、不透明感を増しています。このような中、当社グループでは、中期経

営計画「プラン“BEGIN”」のもと、経営基盤の強化及び成長事業の育成を果敢に進めており、現時点では、当

社グループの事業は概ね当初見込みどおり推移しております。 

一方、当社及び国内連結子会社は機械装置の耐用年数について、法人税法の改正を契機に見直しを行った結

果、主に製品ライフサイクルの短縮化により、設備改造や更新が従来にも増して短期間に行われることが見込

まれることとなったため、当第１四半期連結会計期間よりこれらを反映した耐用年数に変更しております。こ

の結果、当連結会計年度の減価償却費が連結では39億円程度、個別では28億円程度増加する見込みです。 

このような状況を踏まえ、平成21年３月期の第２四半期累計期間（平成20年4月1日～平成20年9月30日）及び

通期（平成20年4月1日～平成21年3月31日）の連結及び個別業績予想について、平成20年4月28日の「平成20年3

月期決算短信」発表時に公表しました予想値を、下記のとおり修正いたします。 

 

（１）第２四半期累計期間業績予想の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

①連結 

 
売上高 営業利益 経常利益

四半期 
純利益 

1株当たり 
四半期純利益

前回発表予想(A) 
(平成20年4月28日発表) 

282,000 9,000 9,000 5,500 15.13 

今回修正予想(B) 282,000 6,500 7,200 4,100 11.28 

増減額(B)－(A) － △2,500 △1,800 △1,400 △3.85 

増 減 率（％） － △27.8 △20.0 △25.5 △25.4 

(ご参考) 前年中間期実績 
平成19年9月中間期 

277,468 10,938 11,366 6,840 18.82 
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②個別 

 
売上高 営業利益 経常利益

四半期 
純利益 

1株当たり 
四半期純利益

前回発表予想(A) 
(平成20年4月28日発表) 

170,000 2,400 3,700 2,600 7.15 

今回修正予想(B) 170,000 2,100 3,800 2,800 7.70 

増減額(B)－(A) － △300 100 200 0.55 

増 減 率（％） － △12.5 2.7 7.7 7.7 

(ご参考) 前年中間期実績 
平成19年9月中間期 

170,157 5,846 7,620 5,210 14.33 

 

  ＊金額の単位は、「売上高」「営業利益」「経常利益」「四半期純利益」は百万円、「1株当たり四半期純利

益」は円で表示しております。 

 

（２）通期業績予想の修正（平成 20年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

①連結 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり
当期純利益

前回発表予想(A) 
(平成20年4月28日発表) 

580,000 21,000 21,000 12,500 34.38 

今回修正予想(B) 580,000 16,500 17,000 9,800 26.96 

増減額(B)－(A) － △4,500 △4,000 △2,700 △7.42 

増 減 率（％） － △21.4 △19.0 △21.6 △21.6 

(ご参考) 前期実績 
平成20年3月期 

565,994 23,117 21,639 10,708 29.46 

 

  ②個別 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり
当期純利益

前回発表予想(A) 
(平成20年4月28日発表) 

349,000 7,400 10,500 7,000 19.26 

今回修正予想(B) 349,000 5,500 8,900 6,800 18.70 

増減額(B)－(A) － △1,900 △1,600 △200 △0.56 

増 減 率（％） － △25.7 △15.2 △2.9 △2.9 

(ご参考) 前期実績 
平成20年3月期 

349,193 11,088 12,050 6,195 17.04 

 

＊金額の単位は、「売上高」「営業利益」「経常利益」「当期純利益」は百万円、「1株当たり当期純利益」は

円で表示しております。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理 

税金費用の計算 

  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する 

 税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計 

 算しております。 

  なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   （会計処理の変更） 

①当連結会計年度より「四半期連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、

「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

②重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

 棚卸資産 

 通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、主として総平均法による低価法によっており

ましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 

平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額につい

ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

 これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ301百万円減少しており

ます。 

 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

  当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の

取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っておりま

す。 

  なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 

 

④「リース取引に関する会計基準」の適用 

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平

成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を

適用し、リース取引開始日が平成20年４月１日以降の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引

に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額

法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。 

 当第１四半期連結会計期間においては、リース取引開始日が平成20年４月１日以降の所有権移転外フ

ァイナンス・リース取引はありませんでしたので、この変更による損益への影響はありません。 
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⑤重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

  在外子会社等の資産・負債及び収益・費用は、従来、在外子会社等の決算日の直物為替相場により円

貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上しており

ましたが、当第１四半期連結会計期間より収益・費用は原則法である期中平均為替相場により円貨に換

算しております。 

  この変更は、連結会計年度を通じて発生する収益及び費用の換算において、連結会計年度の為替相場

の変動を連結財務諸表に適正に反映させ、企業状況をより実状に即して表示するために行なったもので

あります。 

  なお、この変更による損益への影響は軽微であります。 

 

（追加情報） 

有形固定資産の耐用年数の変更 

 当社及び国内連結子会社は機械装置の耐用年数について、法人税法の改正を契機に見直しを行った結

果、主に製品ライフサイクルの短縮化により、設備改造や更新が従来にも増して短期間に行われること

が見込まれることとなったため、当第１四半期連結会計期間よりこれらを反映した耐用年数に変更して

おります。 

 この結果、従来と比較して、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ553百万

円減少しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,482 9,902

受取手形及び売掛金 117,368 115,241

有価証券 250 －

製品 18,459 13,990

原材料 13,806 12,348

仕掛品 38,395 33,434

繰延税金資産 4,981 5,052

その他 12,184 12,774

貸倒引当金 △639 △663

流動資産合計 214,286 202,078

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 113,198 109,697

減価償却累計額 △65,484 △65,584

建物及び構築物（純額） 47,714 44,113

機械、運搬具及び工具器具備品 279,331 279,240

減価償却累計額 △223,049 △223,129

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 56,282 56,111

土地 10,305 9,143

建設仮勘定 7,492 7,875

有形固定資産合計 121,793 117,242

無形固定資産   

のれん 924 －

その他 8,305 7,844

無形固定資産合計 9,229 7,844

投資その他の資産   

投資有価証券 20,037 20,161

長期貸付金 3,016 3,020

前払年金費用 4,032 4,259

繰延税金資産 10,475 10,461

その他 7,624 7,919

貸倒引当金 △2,848 △2,857

投資その他の資産合計 42,336 42,963

固定資産合計 173,358 168,049

資産合計 387,644 370,127
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 81,443 78,385

短期借入金 29,080 14,449

未払法人税等 1,721 2,743

その他 27,585 28,528

流動負債合計 139,829 124,105

固定負債   

社債 5,000 5,000

長期借入金 23,577 18,500

繰延税金負債 657 379

退職給付引当金 20,714 20,042

役員退職慰労引当金 864 851

その他 614 408

固定負債合計 51,426 45,180

負債合計 191,255 169,285

純資産の部   

株主資本   

資本金 25,948 25,948

資本剰余金 31,534 31,534

利益剰余金 141,488 141,090

自己株式 △4,359 △4,356

株主資本合計 194,611 194,216

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,596 1,517

繰延ヘッジ損益 374 351

為替換算調整勘定 △3,278 1,354

評価・換算差額等合計 △1,308 3,222

少数株主持分 3,086 3,404

純資産合計 196,389 200,842

負債純資産合計 387,644 370,127
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 136,957

売上原価 120,309

売上総利益 16,648

販売費及び一般管理費 13,727

営業利益 2,921

営業外収益  

受取利息 72

受取配当金 61

持分法による投資利益 589

その他 772

営業外収益合計 1,494

営業外費用  

支払利息 400

その他 368

営業外費用合計 768

経常利益 3,647

特別利益  

投資有価証券売却益 23

その他 2

特別利益合計 25

特別損失  

固定資産除却損 206

その他 4

特別損失合計 210

税金等調整前四半期純利益 3,462

法人税、住民税及び事業税 1,381

少数株主利益 138

四半期純利益 1,943
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(3) 継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況 

  該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 

電線・ｹｰﾌﾞﾙ
事業 

(百万円) 

情報通信ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ事業 

(百万円)

高機能材料
事業 

(百万円)

その他事業

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に対する
売上高 

66,817  19,131 50,313 696 136,957  －  136,957 

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

2,724  1,473 1,845 3,639 9,681  （9,681） － 

計 69,541  20,604 52,158 4,335 146,638  （9,681） 136,957 

営業利益 1,923  1,600 △720 139 2,942  （21） 2,921 

（注１） 事業区分の方法 

     事業区分は、当社製品等の製造方法等並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮してセグメンテーシ

ョンしております。 

 

（注２） 各事業区分の主要製品 
 

事 業 区 分 主  要  製  品 

電線・ケーブル事業 
産業用ｹｰﾌﾞﾙ、巻線、機器用電線、配線部品 

電力用ｹｰﾌﾞﾙ（ｱﾙﾐ線、工事を含む） 他 

情報通信ネットワーク事業 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ（情報ﾈｯﾄﾜｰｸ機器、ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ、光ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ） 

ﾜｲﾔﾚｽｼｽﾃﾑ（高周波・無線ｼｽﾃﾑ） 

通信ｹｰﾌﾞﾙ（光海底ｹｰﾌﾞﾙ、光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ、ﾒﾀﾙ通信ｹｰﾌﾞﾙ） 他 

高機能材料事業 

化合物半導体、自動車用部品（ﾎｰｽ、ｾﾝｻ等） 

半導体ﾊﾟｯｹｰｼﾞ材料（TAB、ﾘｰﾄﾞﾌﾚｰﾑ） 

伸銅品（銅管、銅条、電気用伸銅品） 他 

その他事業 物流 他 

 

（注３） 営業費用はすべて各セグメントに配賦しているため、配賦不能営業費用として「消去又は全社」の項目  

に含めたものはありません。 

 

 

 

日立電線株式会社（5812）平成21年3月期 第１四半期決算短信

10



 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 
日本 

(百万円) 

その他 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する
売上高 

108,745  28,212 136,957 －  136,957 

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高 

10,038  1,557 11,595 （11,595） － 

計 118,783  29,769 148,552 （11,595） 136,957 

営業利益 2,537  360 2,897 24  2,921 

（注１） 当第１四半期連結累計期間において、「その他」に含まれるそれぞれの国又は地域の売上高が連結売上

高の各々10％未満のため、国又は地域別の記載を省略しております。 

 

（注２） 本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は以下のとおりであります。 

     その他・・・米国、タイ、中国等 

（注３） 営業費用はすべて各セグメントに配賦しているため、配賦不能営業費用として「消去又は全社」の項目

に含めたものはありません。 

 

【海外売上高】 

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

 アジア 北 米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 25,040 9,840 2,288  37,168 

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － －  136,957 

Ⅲ 連結売上高に占める海
外売上高の割合（％）

18.3 7.2 1.6  27.1 

 

（注１） 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 

（注２） 各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりであります。 

    (1) アジア・・・中国、韓国、タイ、シンガポール等 

    (2) 北 米・・・米国、カナダ 

    (3) その他・・・イタリア、イギリス等 

（注３） 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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「参考資料」 

 前第１四半期にかかる連結財務諸表 

（1）四半期連結損益計算書 

前第１四半期 

（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年６月30日） 
科 目 

金 額 

Ⅰ 売上高 132,440

Ⅱ 売上原価 115,645

   売上総利益 16,795

Ⅲ 販売費及び一般管理費 13,005

   営業利益 3,790

Ⅳ 営業外収益 

 （受取利息及び配当金） 166

 （持分法投資利益） 1,186

 （雑収益） 672

 営業外収益合計 2,024

Ⅴ 営業外費用 

 （支払利息） 364

 （雑損失） 550

 営業外費用合計 914

   経常利益 4,900

Ⅵ 特別利益 

 （固定資産売却益） 85

 （その他） 39

 特別利益合計 124

Ⅶ 特別損失 

 （その他） 9

 特別損失合計 9

税金等調整前四半期純利益 5,015

   法人税、住民税及び事業税 1,767

   法人税等調整額 19

   少数株主利益(減算) 118

   四半期純利益 3,111

 

 

 

(2)継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 
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(3) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19 年６月 30 日） 

 

電線・ｹｰﾌﾞﾙ

事業 

（百万円）

情報通信ﾈｯﾄ

ﾜｰｸ事業 

（百万円）

高機能材料

事業 

（百万円）

その他事業

（百万円）

計 

（百万円） 

消去又は

全社 

（百万円）

連結 

（百万円）

売上高   

 (1)外部顧客に対する売上高 68,157  15,916 47,563 804 132,440 － 132,440

 (2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
2,673  1,436 2,192 3,238 9,539 （9,539） －

計 70,830  17,352 49,755 4,042 141,979 （9,539） 132,440

営業費用 68,306  17,018 48,915 3,950 138,189 （9,539） 128,650

営業利益 2,524  334 840 92 3,790 － 3,790

 

（注1）事業区分の方法 

事業区分は、当社製品等の製造方法・製造過程等並びに使用目的及び販売方法の類似性を考慮してセグメ

ンテーションしております。 

 

（注2）各事業区分の主要製品 
 

事 業 区 分 主  要  製  品 

電線・ケーブル事業 産業用ｹｰﾌﾞﾙ、巻線、機器用電線、配線部品、電力用ｹｰﾌﾞﾙ（ｱﾙﾐ線、工事を含む） 他 

情報通信ネットワーク

事業 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸｿﾘｭｰｼｮﾝ（情報ﾈｯﾄﾜｰｸ機器、光ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）、ﾜｲﾔﾚｽｼｽﾃﾑ（高周波・無線ｼｽﾃﾑ） 

通信ｹｰﾌﾞﾙ（光海底ｹｰﾌﾞﾙ、光ﾌｧｲﾊﾞｹｰﾌﾞﾙ、ﾒﾀﾙ通信ｹｰﾌﾞﾙ）他 

高機能材料事業 
化合物半導体、自動車用部品（ｾﾝｻ、ﾎｰｽ等）、半導体用ﾊﾟｯｹｰｼﾞ材料（TAB、ﾘｰﾄﾞﾌﾚｰﾑ）  

伸銅品（銅管、銅条、電気用伸銅品） 他 

その他事業 物流 他 
 
 

（注3）営業費用は、すべて各セグメントに配賦しているため、配賦不能営業費用として「消去又は全社」の項目 

に含めたものはありません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19 年６月 30 日） 

 
日本 

（百万円）

その他 

（百万円）

計 

（百万円）

消去又は 

全社 

（百万円） 

連結 

（百万円） 

売上高   

 (1)外部顧客に対する売上高 103,366 29,074 132,440 －  132,440  

 (2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
9,115 1,938 11,053 （11,053） －  

計 112,481 31,012 143,493 （11,053） 132,440  

営業費用 109,238 30,467 139,705 （11,055） 128,650  

営業利益 3,243 545 3,788 2  3,790  

 
（注1）前第１四半期において、「その他」に含まれるそれぞれの国又は地域の売上高が連結売上高の各々10％未

満のため、国又は地域別の記載を省略しました。 

 （注2）本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳 

その他・・・米国、タイ、中国 等 

（注3）営業費用はすべて各セグメントに配賦しているため、配賦不能営業費用として「消去又は全社」の項目に

含めたものはありません。  
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【海外売上高】 

前第１四半期（自 平成 19 年４月１日 至 平成 19 年６月 30 日） 

 アジア 北 米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 26,791 9,037 1,916 37,744 

Ⅱ 連結売上高（百万円） － － － 132,440 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
20.2 6.8 1.5 28.5 

 
（注1）国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

（注2）各区分に属する主な国又は地域 

 （1）アジア・・・中国、韓国、タイ、シンガポール等 

 （2）北 米・・・米国、カナダ 

 （3）その他・・・イタリア、イギリス等 

（注3）海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。 
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